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　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決結果

その他 議案第36号の撤回について 不承認

条
例

第36号 鎌倉市青少年会館条例の一部を改正する条例の制定について 否決

第40号 鎌倉市児童発達支援センター条例の一部を改正する条例の制
定について 可決

補
正
予
算

第46号 令和元年度鎌倉市一般会計補正予算（第５号）
（放課後かまくらっ子推進参与の設置に係る経費等） 可決

第52号 令和元年度鎌倉市下水道事業会計補正予算（第３号）
（国道134号歩道の下水道幹線管きょ防護対策工事に係る経費等） 可決

第53号 令和元年度鎌倉市一般会計補正予算（第７号）
（台風15号による被害の緊急対応に係る経費等） 可決

決
算 第29号 平成30年度鎌倉市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

議
会
議
案

第3号 カジノを含む統合型リゾート（ＩＲ）を憂慮する決議について 否決

第5号 気候非常事態宣言に関する決議について 可決

請
願 第3号 日米地位協定の見直しを国に求める意見書の提出についての

請願書 採択

公　
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党
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党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

鎌
倉
み
ら
い

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議 

員 

団

鎌 

倉 

の

ヴ
ィ
ジ
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ク
ト
の
会

無 

所 

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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司
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※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問や、議
会運営委員会の委員となり、議会運営に関す
る協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※久坂くにえ議員は議長のため、採決には参加
　していません。

※９月定例会では市長提出議案30件、議員提出議案４件、請願１件、陳情３件の採決を行いました。
���下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

　
９
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら

４
件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
30
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会
に
お
け

る
議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
議
員
提
出
議
案
》

カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

（
Ｉ
Ｒ
）
を
憂
慮
す
る
決
議
に
つ
い
て

　

カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー

ト
（
Ｉ
Ｒ
）
は
、
地
方
自
治
体
の

区
域
整
備
計
画
の
申
請
に
基
づ

き
、
国
が
カ
ジ
ノ
の
併
設
を
認
め

る
区
域
を
指
定
し
て
設
置
さ
れ
る

複
合
観
光
集
客
施
設
で
、
国
内
に

最
大
３
カ
所
の
カ
ジ
ノ
の
設
置
が

例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

横
浜
市
が
地
域
経
済
の
振
興
、

増
収
効
果
等
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト

を
理
由
と
し
て
、
Ｉ
Ｒ
誘
致
を
表

明
し
ま
し
た
が
、
カ
ジ
ノ
を
含
む

Ｉ
Ｒ
に
地
域
経
済
や
観
光
の
振

興
、
増
収
効
果
等
を
期
待
す
る
こ

と
の
是
非
に
つ
い
て
の
議
論
は
尽

く
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
開
業

に
よ
り
誘
致
自
治
体
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
近
隣
自
治
体
に
及
ぼ
す

さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は

看
過
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
カ
ジ

ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
誘
致
へ
の
憂
慮
を

表
明
す
る
と
と
も
に
、
本
市
に

と
っ
て
は
近
隣
で
あ
り
、
影
響
を

受
け
る
人
口
が
圧
倒
的
に
多
い
首

都
圏
に
カ
ジ
ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
の
計

画
認
定
が
さ
れ
な
い
こ
と
を
強
く

望
む
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
と
し

て
決
議
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
少
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

気
候
非
常
事
態
宣
言
に
関
す
る
決

議
に
つ
い
て

　

人
類
の
活
動
を
主
な
要
因
と
す

る
気
候
変
動
に
よ
っ
て
地
球
環
境

は
劣
化
し
、
も
は
や
持
続
可
能
と

は
言
え
ず
、
我
々
の
生
活
も
脅
か

さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
オ
ー

　

こ
の
度
の
台
風
に
よ
り
被
災
さ

れ
ま
し
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
一
日

も
早
く
復
旧
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

鎌
倉
市
議
会
で
は
、
二
元
代
表

制
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
大
規
模
災

害
等
非
常
時
で
も
議
会
機
能
維
持

を
図
る
た
め
、
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業

務
継
続
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
発
動

し
、
開
催
し
た
議
会
災
害
対
策
会

議
で
は
、
災
害
情
報
の
収
集
、
整

理
、
集
約
を
行
い
、
議
会
と
し
て

被
災
情
報
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
市
災
害
対
策
本
部
へ
被
災
情

報
等
を
一
本
化
し
て
提
供
し
ま
し

た
。
災
害
時
で
も
議
会
機
能
を
維

持
す
る
体
制
の
構
築
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員

�

森　

功
一

編
集
後
記

ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
の
自
治
体
デ

ア
ビ
ン
市
が
２
０
１
６
年
12
月
に

初
め
て
「
気
候
非
常
事
態
」
を
宣

言
し
て
か
ら
、
世
界
の
地
方
自
治

体
が
「
気
候
非
常
事
態
」
を
宣
言

し
、包
括
的
な
行
動
計
画
を
立
案
、

実
施
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
お

り
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
、
本
市
議
会
は
鎌
倉
市

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
、

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
行
う

よ
う
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
と
し
て
決
議
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
市
長
提
出
議
案
》

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
青
少
年
会
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

公
共
施
設
再
編
計
画
に
お
い

て
、
玉
縄
青
少
年
会
館
は
昭
和
45

年
に
建
築
さ
れ
た
建
物
で
あ
り
、

施
設
の
老
朽
化
の
状
況
を
考
慮

し
、
施
設
内
の
機
能
を
順
次
、
他

の
施
設
へ
移
転
し
、
令
和
２
年
度

中
に
廃
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
該
条
例
か
ら
玉
縄

青
少
年
会
館
の
規
定
を
削
除
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
18
月
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日

か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

（
審
査
の
経
過
）

　

本
議
案
は
、
９
月
18
日
に
付
託

先
の
教
育
こ
ど
も
み
ら
い
常
任
委

員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
、
委
員
か

ら
、
青
少
年
を
含
む
市
民
の
居
場

所
の
確
保
の
見
通
し
が
明
確
で
は

な
い
中
、
閉
館
を
決
定
す
る
の
は

時
期
尚
早
で
あ
り
、
市
民
と
の
十

分
な
意
見
交
換
を
行
う
べ
き
と
の

意
見
や
、
同
会
館
の
老
朽
化
の
状

況
を
考
慮
す
る
と
閉
館
す
る
こ
と

は
や
む
を
得
な
い
も
の
の
、
利
用

団
体
の
活
動
場
所
に
つ
い
て
は
、

市
が
責
任
を
持
っ
て
代
替
の
場
所

を
確
保
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
採
決

を
行
っ
た
結
果
、
少
数
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
審
査
が
終
了
し
た

後
、
市
長
か
ら
、
教
育
こ
ど
も
み

ら
い
常
任
委
員
会
の
審
査
で
の
指

摘
や
、
近
隣
自
治
町
内
会
や
会
館

利
用
者
等
か
ら
陳
情
が
提
出
さ
れ

た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
同
会
館

の
閉
館
に
つ
い
て
は
、
い
ま
一
度

十
分
な
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
の
考
え
か
ら
、
本
議
案
を
撤
回

す
る
旨
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
議
案
の
撤
回
に
つ

い
て
は
少
数
の
賛
成
に
よ
り
不
承

認
と
し
、
そ
の
後
、
本
議
案
に
つ

い
て
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
少
数

の
賛
成
に
よ
り
、
原
案
を
否
決
し

ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

本
庁
舎
等
整
備
基
本
計
画
策
定

支
援
業
務
に
係
る
経
費
の
減
額
お

よ
び
、
生
活
保
護
被
保
護
者
健
康

管
理
支
援
事
業
に
係
る
経
費
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う

子
ど
も
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
改

修
業
務
に
係
る
経
費
、
鎌
倉
武
道

館
空
調
機
器
修
繕
料
の
追
加
等
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
と
も
に
17
万
４
千
円
を
増
額

し
、
補
正
後
の
総
額
は
６
２
７
億

５
５
２
６
万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　

国
道
１
３
４
号
稲
村
ヶ
崎
駅
入

口
交
差
点
付
近
の
道
路
擁
壁
に
隣

接
す
る
歩
道
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

下
水
道
幹
線
管
き
ょ
の
破
損
を
防

ぐ
防
護
対
策
工
事
に
係
る
経
費
の

追
加
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
と
も
に

３
億
２
４
５
０
万
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
総
額
は
資
本
的
収
入
が

22
億
８
３
４
９
万
８
千
円
、
資
本

的
支
出
が
45
億
２
０
６
１
万
６
千

円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

台
風
15
号
に
よ
る
被
害
の
緊
急

対
応
経
費
と
し
て
、
玉
縄
三
丁
目

３
番
先
災
害
復
旧
業
務
に
係
る
経

費
、
佐
助
保
育
園
倒
木
伐
採
作
業

業
務
に
係
る
経
費
、
既
成
宅
地
等

防
災
工
事
補
助
金
、
第
二
中
学
校

が
け
崩
れ
に
伴
う
倒
木
処
理
等
に

係
る
経
費
の
追
加
等
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に

２
億
５
０
９
９
万
２
千
円
を
増
額

し
、
補
正
後
の
総
額
は
６
３
０
億

２
２
５
５
万
６
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
人
事
案
件
》

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
候
補
者
と
し
て
、
次
の
方
を

法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
で
は
多
数
の
賛
成
に

よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

新あ
ら

井い　

貴た
か

子こ

氏
（
大
船
在
住
）

三み

留と
め　

利と
し

夫お

氏
（
岡
本
在
住
）

　

任
期
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

公
平
委
員
会
の
委
員

　

公
平
委
員
会
の
委
員
の
任
期
満

了
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可決した意見書・決議
　９月定例会では、次の意見書提出および決議に係る議会議案を可決しま
した。なお、可決した意見書は、地方自治法第99条の規定に基づき、関係
機関に送付しました。

◇日米地位協定の見直しを求める意見書
◇2021年度介護保険制度の改定に対する意見書
◇気候非常事態宣言に関する決議

○：賛成　－：反対　退：退席

（可決した意見書および決議の全文は、市議会ホームページをご覧ください）


